








電子部品の劣化により、故障する
原因となります。
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4.  ACアダプターのDCプラグを
　   DCジャックに差し込み、
　   ACアダプターをコンセントに
　   差し込んでください。

5.  電源スイッチを「ON」にします。
　   始めの表示「２０」が表示されます。（図3）
　   登録できるテープの最低の長さ「20mm」の意味です。

1.  電源スイッチを、「ＯＦＦ」にしてください。

2.  オートフィードカッターのセンサースイッチ
　　　を「ＯＦＦ」にしてください。

3.  オートフィードカッターのセンサープラグを
　   本体に差し込んでください。











部品交換のときは、必ず、電源スイッチとセンサースイッチを
ＯＦＦにして、ACアダプターをコンセントから抜いてください。
誤ってキーを押した場合、作動すると危険です。







ACアダプター、電源スイッチを確認
してください。

ACアダプターが故障している。 販売店にご相談ください。

作動させるとすぐＥｒｒになる。

高温な場所で使用していませんか？

しばらく使用しているうちに、急に
Ｅｒｒになったとき

作動させた部品の故障です。
修理依頼をしてください

制御基盤は熱に弱いので、高温の
ため異常を示すことがあります。

制御基盤の故障です。
制御基盤を交換修理する場合、
他の修理より高額になります。

テープが詰まっていませんか？ テープを取り除いて、リセットキーを
押してください。
長さの設定をもう一度行ってください。



カッター刃を除光液やアルコールなどで
拭き、シリコンオイルを塗布してください。

ウラ側の刃のすきまを確認してください。

オートフィードカッターユニットを
はずしてください。

テープを取り出すときは、直接手を
触れずに、ピンセットなどを利用して
ケガをしないようご注意ください。
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●スイッチを入れても、ときどき運転
　しないことがある。
●DCプラグを動かすと、通電したり、
　しなかったりする。
●運転中、異常な音がする。
●本体が変形したり、異常に熱い。
●こげくさい臭いがする。
●その他の異常、故障がある。

このような場合は
事故防止のため電
源スイッチを切り、
コンセントからAC
アダプターを抜い
て、必ず販売店に
点検・修理（有料）
をご相談ください。

お手入れのときは、必ず、電源スイッチとセンサースイッチを
ＯＦＦにして、ACアダプターをコンセントから抜いてください。
誤ってキーを押した場合、作動すると危険です。
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本体カバー： ABS樹脂
側板・底板： 冷間圧延鋼板
カッター： 片面フッ素コーティング








